
砂防関係施設点検要領（案）

補足資料

（急傾斜地崩壊防止施設編）



• 県版点検カルテ案の説明
■点検カルテ作成のあたっては、継続して使用してい
くことを前提に、客観的に評価できるようコメント及
び写真撮影に留意すること。

■変状レベルの評価にあたっては、砂防関係施設点検
要領に準じ、点検チェックシートを用い評価を行うこ
と。

■写真撮影にあたっては、前年度と同様に位置より、
同様の画角で撮影し、経年的な変化が確認出来るよう
留意すること。

■次頁、赤色吹き出しで示した事項については、事前
に準備し、青色吹き出しで事項に留意し、カルテを作
成すること。



• 県版点検カルテ案の説明
■県版点検カルテ作成の構成について
・様式-1 急傾斜地崩壊防止調査シート
位置、全体概要、点検結果、所見等

・様式-1-2 詳細位置、アクセス図
調査位置、点検順路、車両駐車場所

・様式-2 写真位置図
撮影場所、撮影方向

・様式-3 写真集
撮影した写真の整理

・様式-4 変状位置図
変状箇所がどの位置になるのかを概略図で明示

・様式-5 進行性確認
前回調査との比較

・点検チェックシート
・健全度評価フロー



砂防設備の点検カルテのファイル名の命名ルール

県版点検カルテ案の作成(急傾斜施設)
ファイル構成
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○○○_○_○○○○_yymmdd
市町村コード

３ケタ
土砂１
地す２
急傾３
雪崩４

区分１ケタ

指定地の
整理番号

日付
点検更新日

２０１_３_０００２_１７１０１２

《記入例》



県版点検カルテ案の作成(急傾斜施設)
ファイル構成
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※変状レベルａ～ｃを記載

※全景や設備以外のものなど評価しない写真位置は黒字で記載

※全ブロック評価記載 （なお全く変状がないものでも評価するものは''a''として青色で記載）

※評価Ａ～Ｃ１全て記載

※変状レベルａ～ｃを記載

<例> ※変状レベルａは部位毎に代表するもの（程度の悪いもの）１件記載

待受擁壁工 ※全景や設備以外の変状レベルは「－」を記載。コメントは可能な限り定量的に記載。

法枠工

落石防護柵工 ※変状レベルａ～ｃを記載

※変状レベルａは様式－３のコメント欄に留意事項があるものを記載。

※変状レベルｂ、ｃを記載

※変状レベルによらず該当する項目は全てチェックし、総合評価としてチェック欄に○を付す。

※決定した評価フローについて着色する。

鳥取県砂防関係施設長寿命化計画　急傾斜地崩壊防止施設＿点検様式体系図

★総括シート

【急傾斜地崩壊防止施設総括票（様式－１）】 【写真位置図（様式－２）】

【点検チェックシート】

【健全度評価フロー】

【写真帳（様式－３）】

【変状位置図（様式－４）】

★総括シート
【進行性確認（様式－５）】

【詳細位置・アクセス図（様式－１－２）】



国土地理院発行の2
万5千分の１地形図
を用いること。

全景写真を掲載する
こと。

変状レベルの評価に
使用した写真番号を
記載

特に変状レベルｃと評
価する場合は客観性を
持たせるよう数値を示
し、ｂと評価する場合
はどの部分が変状して
いるのか具体的に示す
こと。
変状レベルａも含めす
べて記載すること

砂防関係施設点検要
領の変状レベルの評
価基準に準じ、各部
位の変状レベルを設
定

健全度評価フローに
準じ、当該点検結果
に基づく施設の健全
度を記載

変状箇所についての
詳細事項を整理。
また次回の点検およ
び今後の対策に有効
な情報を記載する。

①急傾斜地崩壊
防止調査シート
（様式-1）

指定地看板、区域標
識についても評価を
記載すること。

※変状レベルa～cを記載
※変状レベルaは部位毎に代表するもの
（程度の悪いもの）１件記載。



デジタルマップなど
縮尺が1/25000程
度の地形図を用い、
主要道路（国道、県
道）からの調査経路
および車両駐車位置
を示すこと。

住宅地図などを用い
調査箇所の詳細がわ
かるよう別途地図を
示すこと。

②詳細位置
・アクセス図
（様式-1-2）

詳細位置・アクセス図（様式1-2）



写真位置図（様式-2）

急傾斜地崩壊防止区域名： 押平地区 点検日時：
点検者   ：
記入者   ：

0.41ha

平野
田代・川瀬・林・平野
平成28年5月25日

・県道158号線神原交差点を左折し、大名橋を渡ってすぐの交差点を左折する。
　道なりに約600ｍ進むと調査施設に到達する。
・調施設へは住宅の裏側からアクセスできる。

写真位置図

周辺状況、アクセス等の現場状況

昭和50年3月14日 急傾斜地崩壊防止区域面積告示年月日

①
ブ
ロ
ッ
ク
積
擁
壁
（
H=
9.
39
m)

アンカー　N=1
7本

.8

64.4

65.1

72.5

73.6

74.7

｢急傾斜地崩壊危険箇所｣　看板

L=
16
6.
4m

⑮

― 変状レベルc
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― 評価しない
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設備台帳に掲載され
た写真位置図を加工
し用いること。

写真番号および撮影
方向を示すこと。

写真番号は変状レベ
ルが識別できるよう
色分けし、変状レベ
ルと関係ない番号に
ついて黒色で示すこ
と。

施設の周辺状況や現
地で気づいた点につ
いて記載すること。

③写真位置図
（様式-2）



何を撮影したのかを
示しておくこと

対象とする構造物の
名称を示しておくこ
と

④写真集
（様式-3）

全景など変状箇所、
変状レベルを評価し
ない写真については
、空白ではなく「－
」を記載

写真撮影日欄を追記。
写真を更新した場合
は、その写真の撮影
日を個別に記入

※変状レベルa～cを記載
※変状レベルaは部位毎に代表するもの（程度の悪いもの）１件記載。
※全景や砂防設備以外の変状レベルは「－」を記載。コメントは可能な限り定量的に記載。



変状レベルcとする場
合、具体的な数値を
示すこと。

写真ではわかりづら
いひび割れ等は該当
箇所を赤丸で示すこ
と。

写真ではわかりづら
いひび割れ等は該当
箇所を赤丸で示すこ
と。

変状箇所については
遠景だけでなく近景
写真も掲載すること
。

指定看板等について
は必ず撮影しておく
こと。

④写真集
（様式-3）

写真撮影日欄を追記。
写真を更新した場合
は、その写真の撮影
日を個別に記入



クラック幅について
、具体的な数値を示
すこと。

擁壁背面の空き容量
（ポケット）につい
て撮影しておくこと

指定看板等が劣化し
ている場合は必ず撮
影しておくこと。

④写真集
（様式-3）

写真撮影日欄を追加。
写真を更新した場合
は、その写真の撮影
日を個別に記入



整理しやすいよう対
象構造物の正面図を
模式図で事前に作成
しておくこと変状箇所を模式図に

示し、変状種別、変
状レベルが識別でき
るよう色分けするこ
と。

写真番号は必ず記入し
、様式-3の写真集と
の整合を図ること。

⑤変状位置図
（様式-4）

※変状レベルa～cを記載
※変状レベルaは様式-3のコメント欄に留意事項があるもののみ記載。



可能な限り前回と同じ
アングルで撮影して、
比較できるようにする
こと

過年度調査結果を事
前に準備し貼付けて
おくこと。

今後特に何に着目し観
察したら良いかを示し
ておくこと

⑥進行性確認
（様式-5）

次頁のように様式を修正する
↓↓↓

※変状レベルb、cを記載



可能な限り前回と同じ
アングルで撮影して、
比較できるようにする
こと

過年度調査結果を事
前に準備し貼付けて
おくこと。

今後特に何に着目し観
察したら良いかを示し
ておくこと

⑥進行性確認
（様式-5）

写真撮影日欄を追記。
写真を更新した場合
は、その写真の撮影
日を個別に記入

前頁のように２回分のみの様式の場合
・５回分の点検を一覧できる様式へ修正する。
・写真撮影日欄の追加及び撮影日を記入する。

※変状レベルb、cを記載



変状レベル設定時は
、砂防関係施設点検
要領に準拠すること
。また、ｃと評価す
る場合、補足説明事
項を確認すること

砂防関係施設点検要領
変状レベル評価基準



点検時はチェックシー
トを持参し該当する項
目には全てチェックを
入れること

変状箇所が大きいと
確認出来た場合は計
測し、
変状レベルｃに該当
するか確認すること
。

点検チェックシート

該当しない施設の項目
は、削除すること

※変状レベルによらず該当する
項目は全てチェックし、総合評
価としてチェック欄に〇を付す。



点検した変状レベル
の個数にて健全度を
評価する。決定した
評価フローについて
着色しておくこと。

健全度評価フロー


